
　こぎし・あきひろ　1979 年、
太良町生まれ。東京「タイユ
ヴァン・ロブション」を経て
フランス「プラザアテネ」、「ピ
エール・ガニェール」、「ミシェ
ル・ブラス」など、名だたるシェ
フのもとで技術を磨く。2015
年から「オーグードゥジュー
ル メルヴェイユ博多」のシェ
フとして活躍中。座右の銘は

フランス料理人フェルナン・
ポワンの言葉「若者よ故郷へ
帰れ。そしてその街の市場に
行き、その街の人のために料
理を作りなさい」。スペシャリ
テである「九州の大地」には
120 種以上の野菜を使う。ほ
とんどは地元産のもの。散歩
中に見つけた野草をオイルに
漬け込んで香り付けに使用す
ることもあるという。今年 1
月には出身地・太良の小中学
校の給食で、地元産の佐賀牛
や野菜を使ったフランス料理
を提供。730 食を作った。

給
食
で
フ
レ
ン
チ
提
供
も

オーグードゥジュールメルヴェイユ博多

小岸明寛 シェフ

　
３
月
、佐
賀
は
美
食
の
都
に
―
―
。
３
月
24
日
に
は
〝
食
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
〟
と
も
い
わ
れ
る
「
2
0
2
0

年
ア
ジ
ア
ベ
ス
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
50
」
が
武
雄
市
で
日
本
初
開
催
。
加
え
て
３
月
14
、
15
日
に
は
唐
津
で
全

国
の
有
名
料
理
人
が
集
ま
る
「
S
A
G
A
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
会
議
」
が
あ
る
。
期
間
中
、
文
字
通
り
世
界

中
か
ら
食
に
情
熱
を
燃
や
す
人
々
が
佐
賀
に
や
っ
て
く
る
。
両
イ
ベ
ン
ト
で
主
要
な
役
割
を
果
た
す
太
良

町
出
身
で
フ
ラ
ン
ス
料
理
「
オ
ー
グ
ー
ド
ゥ
ジ
ュ
ー
ル
メ
ル
ヴ
ェ
イ
ユ
博
多
」
の
シ
ェ
フ
・
小
岸
明
寛
さ

ん
に
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

特
　
集

　「
ア
ジ
ア
ベ
ス
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
50
」

は
世
界
の
食
業
界
の
年
間
行
事
の
中
で

最
も
重
要
な
受
賞
イ
ベ
ン
ト
「
世
界
ベ

ス
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
50
」
を
運
営
す
る
イ

ギ
リ
ス
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
リ
ー
ド
・
ビ

ジ
ネ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
社
が
2
0
1
3

年
に
ス
タ
ー
ト
。
木
村
拓
哉
さ
ん
主
演

ド
ラ
マ
「
グ
ラ
ン
メ
ゾ
ン
東
京
」
の
中

で
主
人
公
の
目
標
と
す
る
ラ
ン
キ
ン
グ

の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。
開
催
地
で
は
毎

年
、
ア
ジ
ア
地
区
の
ト
ッ
プ
50
に
ラ
ン

ク
イ
ン
し
た
料
理
人
が
集
ま
り
、
そ
の

場
で
順
位
が
発
表
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
高
級
ホ
テ
ル
「
カ

ペ
ラ
ホ
テ
ル
」
や
マ
カ
オ
の
高
級
ホ
テ

ル
「
ウ
ィ
ン
・
パ
レ
ス
」
な
ど
ア
ジ

ア
を
代
表
す
る
場
所
で
開
催
さ
れ
て
い

た
。
日
本
初
開
催
と
な
る
今
回
は
武
雄

市
文
化
会
館
に
ア
ジ
ア
の
ス
タ
ー
シ
ェ

フ
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
の
食
関
係
者

約
7
0
0
人
が
集
ま
る
こ
と
と
な
る
。

映
画
で
例
え
る
な
ら
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞

が
開
催
さ
れ
る
ハ
リ
ウ
ッ
ド
が
そ
の
ま

ま
佐
賀
に
や
っ
て
く
る
よ
う
な
も
の
。

そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
計
り
知
れ
な
い
。

 

世
界
か
ら
美
食
家
ら
7
0
0
人
参
加

　
審
査
員
は
レ
ス
ト
ラ
ン
関
係
者
や

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ほ
か
、「
フ
ー

デ
ィ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
美
食
家
か
ら
構

成
さ
れ
る
。
ア
ジ
ア
を
６
地
域
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
担
当
す
る
チ
ェ
ア
マ

ン
が
各
52
人
の
審
査
員（
非
公
開
）を
選

ぶ
。
審
査
は
１
年
半
の
間
に
実
際
に
食

べ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
が
対
象
、
チ
ェ
ア
マ

ン
を
含
め
た
計
3
1
8
人
が
投
票
し

ラ
ン
キ
ン
グ
を
決
定
す
る
。
ち
な
み
に

経
費
は
審
査
員
の
自
腹
だ
と
い
う
。
小

岸
さ
ん
は
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
つ
い
て

「
ア
ジ
ア
ベ
ス
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
50
は
美

味
し
さ
だ
け
で
は
な
く
、
人
を
喜
ば
せ

る
こ
と
で
あ
っ
た
り
、
社
会
的
な
取
り

組
み
も
汲
み
取
っ
て
く
れ
ま
す
。
実
績

が
ま
だ
少
な
い
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
ラ
ン

ク
イ
ン
す
る
こ
と
が
あ
る
の
も
特
徴
で

す
。
毎
年
発
表
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
と
き
の
ト
レ
ン
ド
を
い
ち
早
く
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
解
説
す
る
。

2
0
1
9
年
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
「
オ

デ
ッ
ト
」
が
１
位
を
獲
得
。
日
本
勢
は

３
位
の
「
傅
」
な
ど
12
店
が
ラ
ン
ク
イ

ン
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
ラ
ン
キ
ン
グ
発
表

会
の
ほ
か
、「
ベ
ス
ト
50
ト
ー
ク
」
と

題
し
、
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
シ
ェ
フ
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
行
わ
れ
る
。
残
念
な
が
ら
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
基
本
的
に
非
公
開
。
主
催
者
や

各
地
区
チ
ェ
ア
マ
ン
ら
を
歓
迎
す
る

デ
ィ
ナ
ー
の
料
理
は
佐
賀
県
出
身
の
有

名
シ
ェ
フ
が
担
当
、
地
元
素
材
を
使
っ

た
ス
ペ
シ
ャ
ル
料
理
を
提
供
す
る
。
そ

の
ひ
と
り
に
選
ば
れ
て
い
る
小
岸
さ
ん

は
「
通
常
、
評
価
し
て
も
ら
う
た
め
に

は
実
際
に
お
店
に
来
て
も
ら
わ
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。
ラ
ン
ク
イ
ン
の
手
前
に

す
ご
く
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
ん
で
す

が
、
今
回
は
ラ
ン
キ
ン
グ
関
係
者
に
自

分
の
料
理
を
食
べ
て
も
ら
え
る
チ
ャ
ン

ス
。
実
際
に
開
催
地
周
辺
の
お
店
が
次

の
年
に
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。
佐
賀
を
中
心
に
九
州
の
料

理
人
や
生
産
者
、
窯
業
関
係
者
に
と
っ

て
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
」
と
話
す
。

会
期
中
は
ゲ
ス
ト
を
県
内
の
食
材
や
器

の
生
産
現
場
に
案
内
す
る
ツ
ア
ー
も
計

画
さ
れ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
の
ス
タ
ー

シ
ェ
フ
が
佐
賀
の
素
材
で
極
上
の
料
理

を
提
供
す
る
ー
。
そ
ん
な
可
能
性
も
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る
。

　
そ
ん
な
す
ご
い
イ
ベ
ン
ト
が
な
ぜ
佐

賀
で
？ 

き
っ
か
け
は
2
0
1
6
年
、

有
田
焼
創
業
4
0
0
年
に
合
わ
せ

開
催
さ
れ
た
「
世
界
料
理
学
会 

i
n 

A
R
I
T
A
」。「
世
界
の
ベ
ス
ト
レ
ス

ト
ラ
ン
50
」
の
シ
ェ
フ
ズ
・
チ
ョ
イ
ス

賞
（
料
理
人
に
よ
る
互
選
）
に
選
ば
れ

た
ス
ペ
イ
ン
・
バ
ス
ク
州
に
あ
る
「
ム

ガ
リ
ッ
ツ
」
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
、
ア

ン
ド
ニ
・
ル
イ
ス
・
ア
ド
ゥ
リ
ス
さ
ん

を
始
め
と
す
る
国
内
外
の
ト
ッ
プ
シ
ェ

フ
が
有
田
町
に
集
い
、
器
の
創
り
手
で

あ
る
有
田
焼
の
職
人
と
交
流
。
器
と
料

理
の
新
た
な
可
能
性
を
探
り
、
そ
の
成

果
を
次
世
代
に
向
け
発
信
し
た
。「
ム

ガ
リ
ッ
ツ
」
で
は
有
田
焼
が
使
用
さ
れ
、

“食のアカデミー賞” 日本初開催アジアベストレストラン 50
3/24  武雄市文化会館

〜九州の大地〜九州野菜と佐賀県太良町田嶋畜産さんの
生ハムの蒸し煮、ハーブ、野草、花添え

〜バブル〜長崎県産アラとカリフラワーのピューレ、シモツケソウの泡

昨年のアジアベストレストラン 50 の様子



世
界
の
食
通
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
と
い

う
。
そ
こ
で
培
わ
れ
た
関
係
が
、
今
回

の
「
ア
ジ
ア
ベ
ス
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
50
」

誘
致
に
つ
な
が
る
大
き
な
要
因
と
な
っ

た
。
　

   

多
分
野
の
プ
ロ
が
結
集

　
４
年
前
の
興
奮
を
再
び
！ 

今
回

は
「
S
A
G
A
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
会

議
」
と
名
称
を
変
更
し
、
３
月
14
、
15

日
に
唐
津
市
で
開
催
さ
れ
る
。「
ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー
」
と
は
料
理
を
中
心
と

し
て
芸
術
、
歴
史
、
科
学
、
社
会
学

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
的
要
素
を
考

え
る
総
合
的
な
学
問
の
こ
と
。「
ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
に
お
け
る
多
様
性
／

D
I
V
E
R
S
I
T
Y
」
を
テ
ー
マ
に
、

料
理
人
、
生
産
者
、
器
職
人
な
ど
食
に

関
わ
る
多
様
な
分
野
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
が
交
流
を
深
め
る
。
お
互
い

の
仕
事
や
考
え
方
に
触
れ
る
こ
と
で
食

に
関
す
る
新
た
な
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

生
ま
れ
、
さ
ら
に
高
い
ス
テ
ー
ジ
へ
と

昇
華
さ
せ
て
い
く
。

　
今
回
の
「
S
A
G
A
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ー
会
議
」
で
は
名
誉
顧
問
を
深
谷
宏

治
さ
ん
、
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
藤

木
千
夏
さ
ん
が
務
め
る
。
深
谷
さ
ん

は
1
9
4
7
年
函
館
生
ま
れ
。
大
学

研
究
室
に
助
手
と
し
て
勤
務
後
、
料
理

人
を
目
指
し
75
年
４
月
渡
欧
。
バ
ス
ク

地
方
で
修
業
し
77
年
12
月
帰
国
。
81
年

10
月
、
函
館
に
レ
ス
ト
ラ
ン
バ
ス
ク
を

オ
ー
プ
ン
。
2
0
0
4
年
に
地
域
の

仲
間
た
ち
と
「
函
館
西
部
地
区
バ
ル

街
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
ス
タ
ー
ト

し
、
年
２
回
の
町
の
名
物
に
成
長
さ

せ
た
。
09
年
に
は
「
世
界
料
理
学
会

i
n 

H
A
K
O
D
A
T
E
」
を
発
足

し
て
、
世
界
の
名
だ
た
る
シ
ェ
フ
た
ち

を
招
聘
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
料

理
界
に
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
み

出
し
、
地
方
自
治
体
か
ら
は
「
お
手

本
」
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
藤

木
さ
ん
は
1
9
8
4
年
福
岡
県
柳
川

市
生
ま
れ
。
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
福
岡
で

約
５
年
間
勤
務
後
、
渡
仏
。
パ
リ
郊
外

の
ビ
ス
ト
ロ
、
ド
ル
ド
ー
ニ
ュ
地
方
や

南
仏
の
星
付
き
レ
ス
ト
ラ
ン
で
修
業

し
、
帰
国
後
、
銀
座
ロ
オ
ジ
エ
な
ど
国

内
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
で
さ
ら
に
修

業
を
積
む
。
2
0
1
4
年
に
再
渡
仏
、

R
e
s
t
a
u
r
a
n
t 

S
o
l
a

で
ス
ー
シ
ェ
フ
に
就
任
。
2
0
1
7
年

に
帰
国
し
活
躍
し
て
い
る
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
食
に
つ
い
て
広

い
視
野
で
討
論
す
る
「
ア
カ
デ
ミ
ア
・

キ
ャ
ン
パ
ス 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
や
、
佐

賀
県
の
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
、
こ

だ
わ
り
の
食
材
、
加
工
品
、
プ
ロ
仕
様

の
陶
磁
器
（
有
田
焼
・
唐
津
焼
）
な
ど

が
展
示
さ
れ
る
「
見
本
市
」、
若
手
有

望
株
の
シ
ェ
フ
と
地
元
飲
食
店
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
フ
ー
ド
が
実
際
に
食
べ

ら
れ
る
「
バ
ル
」
な
ど
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

　「
ア
カ
デ
ミ
ア
・
キ
ャ
ン
パ
ス 

ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
で
は
メ
イ
ン
会
場
・
唐

津
市
民
会
館
と
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
・

K
A
R
A
E
で
、
気
鋭
の
料
理
人
な

ど
食
に
関
わ
る
様
々
な
分
野
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
佐
賀
・
唐
津
に
集

ま
り
、
発
表
・
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
を
繰
り
広
げ
る
。
４
年
前
に
有
田
で

行
わ
れ
た
世
界
料
理
学
会
で
「
器
と
料

理
の
黄
金
比
」
を
テ
ー
マ
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
小
岸
さ
ん
は

「
発
表
が
か
つ
て
研
修
し
て
い
た
『
ム

ガ
リ
ッ
ツ
』
の
ア
ン
ド
二
さ
ん
の
直
後

だ
っ
た
の
で
緊
張
し
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
北
海
道
に
住
ん
で
い
た
と
き

に
函
館
で
行
わ
れ
た
料
理
学
会
に
４
回

ほ
ど
お
客
さ
ん
と
し
て
参
加
し
ま
し
た

が
、
壇
上
に
立
つ
の
は
全
く
違
う
経
験

で
し
た
。
発
表
後
の
打
ち
上
げ
で
、
色

ん
な
分
野
の
ト
ッ
プ
シ
ェ
フ
と
交
流
で

き
た
こ
と
も
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
」

と
笑
う
。

　
包
丁
研
ぎ
師
・
坂
下
さ
ん
も

　
第
１
日
の
メ
イ
ン
会
場
・
唐
津
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
テ
ー
マ
に

し
た
雑
誌
「
自
遊
人
」
発
行
や
、
新

潟
で
伝
統
野
菜
を
提
供
す
る
宿
泊
施

設
「
里
山
十
帖
」
を
運
営
す
る
株
式

会
社
自
遊
人
代
表
取
締
役
の
岩
佐
十

良
さ
ん
が
「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
と
多

様
性
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
基
調
講
演
。

「
N
e
n
R
e
s
t
a
u
r
a
n
t
（
ベ

ト
ナ
ム
）」
の
サ
マ
ー
・
リ
ー
さ
ん
と

総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
藤
木
千
夏
さ
ん
に

よ
る
「
ぶ
っ
ち
ゃ
け
ト
ー
ク
〜
若
手
女

性
シ
ェ
フ
の
本
音
〜
」
や
、
神
戸
大
学

海
洋
底
探
査
セ
ン
タ
ー
所
長
の
巽
好
幸

さ
ん
ら
が
登
壇
す
る
「
美
食
地
質
学
と

フ
ー
ド
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
も
注
目
だ
。

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
の
K
A
R
A
E
で

は
映
画
「
0
円
キ
ッ
チ
ン
」
上
映
や
、

発
酵
デ
ザ
イ
ナ
ー
小
倉
ヒ
ラ
ク
さ
ん
ら

に
よ
る
「
発
酵
文
化
人
類
学
（
仮
） 
微

生
物
か
ら
見
た
社
会
の
カ
タ
チ
」
ト
ー

ク
も
あ
る
。

　
最
終
日
の
メ
イ
ン
会
場
で
は
器
や
道

具
な
ど
広
い
視
野
で
食
文
化
を
討
論
す

る
。「
料
理
×
器
」
で
は
、
九
州
陶
磁

文
化
館
の
鈴
田
由
紀
夫
さ
ん
や
陶
芸

家
・
中
里
太
郎
右
衛
門
さ
ん
ら
窯
業
関

係
者
と
、
京
都
の
日
本
料
理
店
「
ご
だ

ん
宮
ざ
わ
」
の
宮
澤
政
人
さ
ん
、
イ
タ

リ
ア
で
日
本
人
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
と

し
て
初
め
て
ミ
シ
ュ
ラ
ン
一
つ
星
を

獲
得
し
た
「
R
i
s
t
o
r
a
n
t
e 

T
O
K
U
Y
O
S
H
I
（
ミ
ラ
ノ
）」

の
徳
吉
洋
二
さ
ん
が
参
加
。
N
H
K「
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
で
密
着
取
材
を

受
け
大
き
な
反
響
を
生
ん
だ
、
み
や
き

町
の
包
丁
研
ぎ
職
人
・
坂
下
勝
美
さ
ん

は
、
日
本
料
理
銀
座
「
六
雁
」
秋
山
能

久
さ
ん
を
相
手
に
「
包
丁
を
研
ぐ
と
い

う
こ
と
～
日
本
料
理
の
美
意
識
～
」
を

話
す
。
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
で
は
映
画「
大

統
領
の
料
理
人
」
上
映
の
ほ
か
、「
現

代
版
お
ふ
く
ろ
料
理
」
や
「
革
新
す
る

地質 環境… 食を  巡り 多彩に議論SAGA ガストロノミー会議
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工
芸
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ト
ー
ク
が
行

わ
れ
る
。
入
場
は
有
料
。
２
日
間
通
し

チ
ケ
ッ
ト
2
0
0
0
円
、
１
日
チ
ケ
ッ

ト
1
0
0
0
円
。

■
回
遊
型
飲
食
イ
ベ
ン
ト
も

　
議
論
だ
け
で
は
な
く
胃
袋
で
食
へ
の

理
解
を
深
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
準
備

さ
れ
て
い
る
。
新
進
気
鋭
の
料
理
人
グ

ル
ー
プ「
C
L
U
B 

R
E
D
」
の
選
抜

メ
ン
バ
ー
が
地
元
飲
食
店
と
協
働
。
唐

津
の
食
材
を
中
心
に
創
作
し
た
ス
ペ

シ
ャ
ル
フ
ー
ド
を
手
軽
に
味
わ
え
る
回

遊
型
飲
食
イ
ベ
ン
ト
「
バ
ル
」
は
唐
津

市
商
店
街
で
14
日
夕
方
か
ら
開
催
さ
れ

る
。
チ
ケ
ッ
ト
は
５
枚
綴
り
で
前
売

3
5
0
0
円（
当
日
4
0
0
0
円
）。

　「
C
L
U
B 

R
E
D
」
と
は
、
35
歳

未
満
の
若
手
№
１
料
理
人
を
決
定
す

る
日
本
最
大
級
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
「
R
E
D 

U
‐
35
」
で
優
秀
な
成
績

を
修
め
た
料
理
人
た
ち
が
歴
代
の
審
査

員
と
と
も
に
、
料
理
人
た
ち
の
交
流
・

経
験
・
発
信
の
場
と
な
る
様
々
な
活
動

を
進
め
て
い
く
た
め
の
食
の
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
・
ラ
ボ
。「
R
E
D 

U
‐
35
」

の
理
念
で
あ
る
「
新
時
代
の
若
き
才
能

を
発
掘
し
、
日
本
の
未
来
を
担
う
ス

タ
ー
シ
ェ
フ
へ
」
を
具
現
化
す
る
た
め

に
2
0
1
5
年
夏
に
発
足
し
た
。

　
今
回
の
メ
ン
バ
ー
は
県
内
出
身
を

含
め
九
州
に
縁
の
あ
る
シ
ェ
フ
で
構

成
。
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
は
小
岸
さ
ん
と

中
国
料
理
「
蓮
双
庭（
福
岡
）」
平
賀

大
輔
さ
ん
が
務
め
、
佐
賀
出
身
で
イ

タ
リ
ア
料
理
「
S
A
L
V
A
T
O
R
E 

C
U
O
M
O（
東
京
）」
の
藤
崎
亮
平
さ

ん
、
イ
タ
リ
ア
料
理
「
P
e
s
c
e
c
o

（
島
原
）」
の
井
上
稔
浩
さ
ん
、
フ
ラ

ン
ス
料
理
「
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
メ
ゾ
ン 

n
ô
l
（
東
京
）」の
野
田
達
也
さ
ん
、

ニ
ュ
ー
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
料
理
の
海
野
元

気
さ
ん
、
日
本
料
理
「
ひ
つ
ま
ぶ
し
和

食
備
長
中
洲
川
端
店
」
の
小
川
浩
次
郎

さ
ん
が
参
加
す
る
。
小
岸
さ
ん
は
「
最

近
ど
ん
ど
ん
評
価
が
高
ま
っ
て
い
る
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
シ
ェ
フ
に
参
加
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
和
洋
中
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
で
い
る
の
も
特
徴
で
す
。
地
元
の

料
理
人
や
生
産
者
の
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
協
働
す
る
こ
と
で
、
ど
う
い
う
化
学

変
化
が
生
ま
れ
る
か
楽
し
み
で
す
」
と

期
待
す
る
。
シ
ェ
フ
た
ち
は
事
前
に
唐

津
を
訪
れ
、
食
材
の
生
産
者
ら
と
意
見

交
換
。
国
産
レ
モ
ン
栽
培
を
見
学
し
た

藤
崎
さ
ん
は
「
新
芽
は
フ
リ
ッ
タ
ー

に
し
た
ら
面
白
そ
う
」
と
興
味
深
々

だ
っ
た
。
ま
た
、
バ
ル
に
つ
い
て
「
故

郷
・
佐
賀
で
料
理
を
す
る
の
は
こ
れ
が

初
め
て
。
佐
賀
の
食
材
や
文
化
に
つ
い

て
も
っ
と
良
く
知
る
き
っ
か
け
に
し
た

い
で
す
。
料
理
の
面
白
さ
を
地
元
の
人

た
ち
に
地
元
の
素
材
を
使
っ
て
伝
え
た

い
」
と
語
っ
た
。
普
段
食
べ
て
い
る
素

材
が
一
流
シ
ェ
フ
の「
技
術
」と「
発
想
」

で
ど
う
変
化
す
る
の
か
。
ぜ
ひ
実
際
に

食
べ
て
体
験
し
て
ほ
し
い
。

　
そ
の
他
、
伊
万
里
出
身
の

「
R
e
s
t
a
u
r
a
n
t 

S
o
l
a

（
福
岡
）」
吉
武
広
樹
シ
ェ
フ
ら
国
際

的
に
活
躍
す
る
４
人
に
よ
る
コ
ラ
ボ

デ
ィ
ナ
ー
「
プ
レ
ミ
ア
ム
レ
ス
ト
ラ

ン

01
（
K
A
R
A
E 

T
A
B
L
E
）」

で
は
、
最
新
の
パ
リ
・
N
Y
ス
タ
イ

ル
を
ア
ラ
カ
ル
ト
で
楽
し
め
る
。
ま

た
「
カ
レ
ー
将
軍 

全
国
平
定
i
n
佐

賀

×
B
A
R
（
X
i
a
n
g 

L
i 

K
A
R
A
T
S
U
）」
で
は
カ
レ
ー
ス

タ
ー
・
水
野
仁
輔
さ
ん
と
〝
東
京
カ
レ
ー

番
長
〟
リ
ー
ダ
ー
伊
東
盛
さ
ん
に
よ
る

カ
レ
ー
ラ
イ
ブ
ク
ッ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ

る
。
夜
は
、
バ
ル
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
佐

賀
食
材
を
駆
使
し
た
絶
品
ス
パ
イ
ス
カ

レ
ー
を
提
供
す
る
予
定
だ
。

　
美
食
の
都
に
な
る
た
め
に
は

　「
美
食
の
都
」
と
い
う
と
世
界
的
に

有
名
な
の
が
ス
ペ
イ
ン
・
バ
ス
ク
地
方

に
あ
る
「
サ
ン
・
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
」
だ
。

小
岸
さ
ん
は
2
0
0
5
年
、
当
地
を

訪
れ
数
カ
月
間
研
修
し
た
と
い
う
。「
ス

ペ
イ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
の
国
境
に
あ
る
人

口
40
万
人
く
ら
い
の
街
で
す
。
超
一
流

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
イ
カ
ス
ミ
煮
の
よ

う
な
伝
統
料
理
を
出
し
た
り
、
裏
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
子
ど
も
用
の
料
理
が

あ
っ
た
り
、
料
理
＝
文
化
と
い
う
意
識

が
非
常
に
高
か
っ
た
。
驚
い
た
の
は
庶

民
的
な
お
店
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
。
海
産

物
や
豚
な
ど
を
使
っ
た
日
本
的
に
い
う

と
こ
ろ
の『
B
級
グ
ル
メ
』
が
抜
群
に

美
味
し
か
っ
た
で
す
。
普
段
か
ら
食
を

磨
い
て
い
る
こ
と
が
、
突
出
し
た
レ
ス

ト
ラ
ン
の
出
現
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
市
民
の
食
へ
の
こ
だ
わ
り
が
あ
っ

て
こ
そ
の〝
美
食
の
都
〟」と
振
り
返
る
。

　
玄
界
灘
と
有
明
海
と
い
う
性
格
の
違

う
海
で
獲
れ
る
新
鮮
な
魚
介
類
、
丁
寧

に
育
て
ら
れ
た
佐
賀
牛
、
豊
か
な
風
土

に
実
っ
た
農
産
物
、
そ
し
て
料
理
を
華

や
か
に
包
む
陶
磁
器
。
佐
賀
に
は
良
い

素
材
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
れ
ら
を
活

か
し
て
「
食
の
都
」
に
な
る
た
め
に
は
、

料
理
人
や
生
産
者
だ
け
で
は
な
く
、
市

民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
普
段
か
ら
食
へ
の

意
識
を
き
ち
ん
と
持
つ
こ
と
が
必
要
に

な
る
。
そ
の
た
め
の
第
一
歩
と
し
て

「
S
A
G
A
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
会
議
」

で
、
頭
と
胃
袋
で
「
食
」
に
つ
い
て
考

え
よ
う
!!
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